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１２月２１日(土曜)、内藤 幸子 先生と助手の 井出 泰生 先生を講師に、「しめ縄づくり」を開催しました。 

自分で作ったお飾りで新年を迎えるため、講師の丁寧な指導のもと「ごぼう締め」を作りました。 

 はじめに、稲わらを束ねる“とち結び”を習得するのに、皆さん大変苦労していました。 

 さらには、藁をなう作業に悪戦苦闘でしたが、若い方も年配の方も、隣同士で教え合うなど、あっという間の 

２時間でした。 

 参加者からは、「難しかった」「とても良かった」「来年も参加したい」といった声が、多数聞かれました。 

 

 


